






























































































田であげた聴能訓練法による言語指導を行いながら 6 儀時まで毎月 1 回 1 時間ずつ録音法とメ
モ法の併用で全例の音声言語の発遠を記録した。これらの記録は再生して．表現語彙数・品詞の
習得・機能語（助9司・肋動祠）の数・文給数の年齢別発達・文の種類別発違・自己中心性係数の













6例の9儀の璧の打無は表2の如くであった。K男• T也• H子は「登なし」 ．． A男は「境






症 釘 貫1"”`’t 1免解〖売書カ 国1｀学力 ，Uの〒慧
(WI SC) (7駐暦l'I'臼） (5ii9B1'伍）
1 ·K男 126 5 4 
2 T也 130 6. ヽ f.!. な し
3 H子 90 3 3 
4 ＾男 77 2, 2 填界U.lt重
5 y男 ” 刃定不託 氾定不紅 2あり（学戴這湛€）
6 M男 9戴1こ逗しないか学冥辺澪があリ「2ぁりJ予偉日と彎えられる








I 1;1/位：“”" 語彙数は健聴児の平均の5依程度(1496語） ヽ000n
畑斤
で約1年の遅滞が． 「壁あり（および予備軍）」 xxnn 
のY男とM男の6改時の語彙数は健聴児の平均の コ"
2 ti半～4袋程度(391~878話）で約2年～ 3 ::1 /. 房/ l'$冨`＂11」
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紅巴児 911の2なL 復界樟 9�の又あり（子慌U)
年 齢 '（牛島） k 男 T 也 H 子 A 男 Y 男 M 昇
2兌代 47.0% ／ ／ ／ ／ ／ 
3危代 51.7% 5ヽ． 5% 75.0% 50.0% S7.3% ／ ／ 
4霞代 ◄3.7% 33.2% 38.1% 53.5% 55.3% ／ ／ 

























時に位聴児の 6 栽時の平均語彙数に相当する2087語が獲得され，語彙力は約 3 年遅滞している
状態であった。 「埜あり」の Y 男では 9 歳時に健聴児の 4歳時の平均語彙数に相当する950語が
疫得され，語彙力は約5年遅滞している状態であった。
就学前の語彙数の発達との関係を見ると，9栽時の語彙数は4歳時と6歳時の語彙数を結ん













ルに近づく。このうち，3歳～7 • 8歳頃までは自己中心的思考期であるが， 7~8歳以後思
考は論理的となりこの頃より思考発達における言語の役割が一層頂要となり始める。
a) 2) 
Vygotsky やLuria は言語の思考への組み込み学習は6~7淑頃始まるとし． 6~7淑
の年齢は「内言」の開始時期として重要であるといっている。
“） 偽） お）






































































































3). 9 歳の壁の有熊は 4 歳～ 6歳時にかけて音声言語が正常発達のレペルに違しているか否
かで決定された。すなわち． 4歳～6歳時にかけて音声言語が正常発達のレペルに達して
いたものでは9歳の壁はなく． 反対に4氣～6儀にかけて音声言語の発達が遅濡してい
たものでは． 9 歳時には更にその遅滞は大きくなった。 9 歳の堂の背景には就学前期より
の言語発達の著しい遅滞と未分化があった。





5) ． 聴能訓純法の教育的意筏と役割は． 2 歳頃までに聴党ー音声回路網確立のための訓練を
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